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松戸市

シルバー人材センター

会員募集

働
く
喜
び
・
自
分
の
生
き
が
い

見
つ
け
ま
せ
ん
か

社
団
法
人
・
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
1
2月

1
日
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
馘
松
戸
市
生
き
が
い
福

祉
事
業
団
の
高
齢
者
部
門
が
発
展
し
た
も
の
で
す
。
事
業

団
の
従
来
の
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
を

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て

、
高
齢
者
の
経
験
や
能
力
を
生
か

し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え

、

わ
が
国
は
平
均
寿
命
の
大
幅
な

伸
び
に
よ
っ
て

、
本
格
的
な
高

齢
化
社
会
を
迎
え
よ

う
と
し
て

い
ま
す
。

高
齢

化

社
会
の

到

来
に

伴

い
、
社
会
情
勢
も
大
き
く
変
わ

り
始
め
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
健
康
で
働
く
意
欲

が
十
分
に
あ
る
高
齢
者
が
、
働

く
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
が
い
を

得
、
社
会
参
加
を
し
よ
う
と
す

る
な
ど

、
就
業
に
対
す
る
新
し

い
積
極
的
な
欲
求
が
生
ま
れ
て

き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
欲
求
に
応
え
る

こ

と
は
、
高
齢
者
の
た
め
に
も
、

ま
た
社
会
の
活
力
を
保
つ
た
め

に
も
必
要
で
す
。

市
で

は
、
将
来
の

高
齢
化
社

会
に
対
応
す
る
た
め
、
纐
松
戸

市
生
き
が
い
福
祉
事
業
団
の
高

齢
者
部
門
の

事
業
運
営
の
拡
大

発
展
を
考
慮
し
、
肋
松
戸
市
シ

ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
ま
し
た

。

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、

高
齢
者
の
自
主
性
、
自
発
性
を

最
大
限
に

尊
重
し
、
会
員
で
あ

る

高
齢
者
の
総
意
に
よ
り
運
営

さ
れ
る
組
織
で
す
。

健
康
で

働
く
意
欲
の
あ

る
高

齢
者
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

会

員

募

集

要

項

対
象
・
:お
お
む
ね
六
十
歳
以

上
の

①
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
人
②
臨
時
的
、
短
期
的
な
就

業
を
希
望
す
る
人

職
種
・
:
植

木
・
除

草
・
大
工
・

ふ

す
ま

張

り

・

塗

装
・

筆

耕
ほ

か
(

セ

ン

タ

ー

が
引

き

受

け

た

仕

事
を

会

員
に

提

供
し

ま

す
)

年
会

費
:
半

二
百

円

問

㈲

松
戸

市

シ
ル

バ

ー
人

材
セ

ン

タ
1

登
8
4
-
3
1
9
1

番

朝のふれあいが

私の生きがいです

松

戸
駅

で
自

転
車

の
整

理

を
し
て

い
ま
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
に
七
十
五

歳
の

今
で

も

健
康
で

す

。

駐
輪
場

を

利
用

す
る
人

の

中
に

顔

な

じ
み

も
で

き
ま

す
し

、
朝

の
ひ

と

と

き
ふ

れ

あ
い
が

感
じ

ら

れ
る
と

、

こ

の
仕

事

を
し
て

い
て
よ

か

つ
た

な

と

思
い

ま

す
ね

。

樋野口

阿部 誠二さん

自転車の再生を行っ

ています

和気あいあいで楽しく作業

高齢者向けの仕事を

ご提供くださる方( 企

業・一般家庭を問いま

せん) も募集していま

す。

いろいろな職種があ

ります 福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病
院

人
間
ド
ッ
ク
を
開
始
し
ま
す

1
0月
に
診
療
を
開
始
し

た
福

祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病
院

で

は
、
1
2月
6
日

側
か
ら
人
間

ド
ッ
ク
の
受
け
付
け
を
開
始
し

ま
す
。

受
付
開
始
日
:
1
2
月
6
日
囲

受
付
時
間
…
午
前
9
時
～
午

後
5

時

内
容
二

泊
二
日
コ

ー
ス
(
火

・
木
曜
日
に
入
院
)

申
込
方
法
…
随
時
、
電
話
ま

た
は
直
接
窓
口
へ

東

松

戸

病

院

診

療

案

内

診
療
受
付
時
間
=
・
午
前
8

時

3
0
分
～
1
1
時

各
科
診
療
日
…
内
科
・
呼
吸

器
科
・
神
経
内
科
・
外
科
・
整

形

外
科
・
理
学
診
療
科
=
月
~

金

曜
日

、

眼
科

・

泌

尿

器
科
=

火
・

木

曜
日

、
耳

鼻

咽

喉
科
=

火

・
金

曜

日

、

婦
人

科
=

水

・

金

曜
日

寮

眼

科
・

泌

尿

器
科

・

耳

鼻

咽

喉

科
・

婦

人

科
は

、

予

約

制

で

す

。

予

約

受
付

時
間

は

、

午

前
8

時
3
0
分
~
1
1
1
1

一
時
で

す

。

休

診
日
・
:
土

・
日

曜
日

、

祝

日

、

年
末

年

始

扠

当

院
で

は

、
し

ば
ら

く

の

間

手

術
は

行

い

ま
せ

ん

。

固

福

祉
医

療

セ
ン

タ

ー
東

松

戸

病

院

事

務
局

昔
9
1
-
5
5
0
0

番

わ

た

し

の

夢

小 暮 歩 美 心( 貝の花小学校2年)

わたしは、しようらいスチュワーデスにな

り たいです。えい語がじようずなスチュワー

デスになりたいです。「アナ」というひこう

きにのって、おきなわや中国に行ってみたい

です。 スチュワーデスになって活躍する歩美さん



多い
下
水

道
路

防
犯 関係の要望

市
政
懇
談
会
終
わ
る

日
ご
ろ
か
ら
、
市
民
と
市
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
市
政
協
力
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の

要
望
や
意
見
を
ま
と
め
、
直
接
市
と
話
し
合
う
市
政

懇
談
会
が
、
1
0月
2
6日
か
ら
1
2月
2
日
に
か
け
、
市

内
十
二
の
地
区
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市

か
ら
宮
闕
市

長
を
は
じ

め
、
関
係
部
課
長
が

出
席
し
た
懇
談
会
で
は
、
合
計
二
百
四
十
四
件
の
質

問
・
要
望
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

地
域
の
要
望
を
市
政
に
反
映

し
て
い
こ

う
と
い

う
市
政
懇
談

会
は
、
毎
年
こ
の

時
期
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
下

表
の
と
お
り
、
下

水
道
整
備
に
つ
い
て
の
質
問
・

要

望

が
四

十
五

件
と

最

も
多

く
、
続
い
て

道
路
整
備
の
四
十

一
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
番
多
か
っ
た
下

水
道
整
備

で
目
立
っ
た
内
容
は
、
下
水
道

の
整
備
の
時
期
に

関
す
る
こ

と

で
し
た

。

続
く
道
路
整
備
で
は
、
歩
道

の

設
置
な
ど
、
安
全
面
に
関
す

る
も
の
が
多
く
、
防
犯
・
防
災

関
係
は
、
今
年
は
特
に
防
犯
灯

の
設
置
な
ど
の
要
望
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

貴
重

な
意
見
を

生
か
す
努
力
を

市
で
は
、
懇
談
会
で
得
た
貴

重
な
ご
意
見
を
大
切
に
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
市
政

に
反
映
す
る
努
力
を
し
て
い
き

ま
す
。

閲
地
域
振
興
課
振
興
係

貴重なご意見をありがとうございました

道路の整備も大きな関心事

寄
付
あ
り
か
ど
う

(
平
成
5

年
4
月
1

日
～
9

月
3
0日
受
け
付
け
)

多
く
の
貴
重
な
寄
付
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
寄
付
は
、
趣
旨
に
沿
っ
て
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福
祉
関
係
へ
…
有
限
会
社
千

成
亭
、
千
葉
県
石
油
商
業
組
合
、

N
T
T
松
戸
支
店
、
梅
松
院
念

佛
寺
、
さ
つ
き
ま
つ
り
実
行
委

員
会
、
鎌
滝
重
子
、
成
田
昇
、

明
治
神
宮
崇
敬
会
、
相
田
朝
治
、

愛
の
と
も
し
び
友
の
会
、
宇
都

宮
と
よ
子
、
セ
イ
コ
ー
電
子
工

業
労
働
組
合
共
済
部
、
朗
読
グ

ル
ー
プ
「
紫
陽
花
」
、
松
戸
市
畳

業
組
合
、
千
草
流
千
草
会
、
株

式
会
社
上
信
水
道
工
業
所
、
中

村
久
美
子
、
陣
ヶ
前
こ
と
ぶ
き

会
、
舞
夢
新
松
戸
社
交
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
、
山
室
一
郎
、
リ
サ

イ
ク
ル
友
の
会
、
清
水
則
之
、

エ
ー
・
エ
ル
ー
テ
ィ
産
業
株
式

会
社
、
京
葉
ガ
ス
株
式
会
社
、

根
本
千
代
子
、
舞
夢
馬
橋
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
、
羽
住
英
一
、
株

式
会
社
大
成
美
術
印
刷
所
、
中

村
千
奈
美
、
松
戸
名
人
会
、
加

納
喜
三
、
川
上
清
、
株
式
会
社

小
川
製
作
所
、
岩
山
睦
、
ダ
イ

バ
ー
ズ
シ
ョ
ッ
プ
半
ぎ
ょ
人
、

株
式
会

社
東
日

本
銀
行
松
戸
支

店
、
千

葉
県
立
松
戸
高
等
学
校

家
庭
委
員
会

、
市
川
英
子
、
山

一
證
券
松
戸
支

店
、
伊
藤
ま
す
、

胡
録
台
商
工
振
興

会
、
菓
匠
松

久
、
小

板
橋
和
治
、
斉
藤

栄
子

、

株
式
会
社
ノ
ー
ブ
ル
・
株
式
会

社
千
葉
興
業
銀
行
馬
橋
支
店
、

社
団
法
人
倫
理
研
究
所
東
葛
支

所
松
戸
地
区
常
盤
平
実
践
部
、

日
新
製
鋼
株
式
会
社
松
戸
寮
、

村
田
紀
十
郎
、
村
田
美
穂
子
、

村
田
裕
美
、
根
本
文
明
、
松
戸

市
観
光
梨

園
組
合
連
合
会
・
松

戸
市
梨
研

究
会
、
久
保

悦
幸
、
榎

本
重
雄
、
縫
田
ふ
み
子

、
土
山

謙
治
、
米
持
千

恵
、
東
京
花
王

販

売
株
式
会
社
柏

支
店
、
戸
川

次
郎
、
鈴
木
栄
子
、
中
山
治
朗
、

高
斗
守
、
池
田

紀
久
男
、
佐
々

木
剛
毅
、
小
野

寺
庄
七

、
土
井

忍

、
石

亀
喜
久
代
、
比

嘉
清
良
、

星
幸
会
、
鈴
木

吉
次
、
田
村

裕
、

株
式
会
社
新
日
本
ハ
ウ
ス
、
手

塚
芳
枝

、
内
田
ち
よ
、
森
脇
智
、

中
原
明
枝

、
常
盤
平
文
化
連
命

会
、
武
藤
新
一
、
千
葉
県
理
容
瑠

境
衛
生
同
業

組
合

、
林
新
木

教
育
関
係
へ
・
:
舞
夢
M
K

社

交
ダ
ン

ス
、
社
団
法
人
日

本
一

輪
車
協
会
、
黄
色
い
帽
子
の
会
、

八
柱

ダ
ン
ス

、
茂
呂
茂
一

、
滝

澤

泰そ
の
他
へ

…
瀬
谷
正

水
、
斉

藤
均
、
東

京
電
力
株
式
会
社
松

戸
営
業
所
、
株
式
会

社
さ
が
美
、

鈴
木
敏
夫
、

株
式
会

社
学
習
研

究
社
、
滝
沢
三
郎
・

星
明
次
・

鈴
木
孝
一
郎
、
荒
木

筆
義

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

固

総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

市政懇談会での主な質問・要望

質問・要望事項
平成3年度 平成4年度 平成5年度

件数 割合 件数 割合 件数 割合

下水道整備

(上下水道・河川・側

溝)
62 22.9% 56 19.6% 45 18.4%

道路整備

(新設・舗装・補修) 40 14.8% 3211.2% 41 16.8%

防犯・防災関係 11 4.1% 13 4.6% 27 11.1516

交通安全関係

(規制・信号・駐輪場

等)
46 16.956 44 15.4% 24 9.8%

公園

(子供の遊び場・樹木・

21世紀の森と広場)
28 10.3% 29 10.2% 22 9.0%

環境衛生

(ごみ・し尿・公害・

草刈り等)
18 6.1% 32 11.256 19 7.8%

そ の 他 66 24.3% 79 27.8% 66 27.1%

計 271 10056285 100% 244 100%

森
の
ホ
ー
ル
2

1

チ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド

固
森
の
ホ
ー
ル
2
1容
8
4
-
5
0
5
0
番

公 演 名 開演日時 会場 費 用 備 考

細川たかしオン・ステージ
12/16R

午後2時と6時30分

大ホール

S 席5,000 円

A 席4,000 円
森のホール21・チ

ケツトセソン・チ

ケットぴあで発売

中

レニングラード 国立バレエ公演

(「白鳥の湖」全3 幕4 楊)

1/8C 二t)

午後2 時30分
S 席11,000 円

石川さゆりコンサート

1/26 困

午後2 時と6

時3C)分

SS 席7,000 円

S 席6,000 円

A 席5,000 円

SS 席のみ森のホ

ール21で発売中

由紀さおり・安田祥子童謡コンサート
1/27 附

午後6 時30分

S 席4,500 円

A 席4,000 円

固労音東葛飾セン

ター065-9911 番

観世流能公演

(観世流宗家一行出演による「羽衣」ほか)

1/29 出

午後2 時

S 席5,000 円

A 席4,00( 〕円
森のホール21・チ

ケツトセゾン・チ

ケット ぴあで発売

中
津田真理ピアノリサイタル

2/4R

午後7 時
小ホール

3,000円

(全席指定)

高橋竹山津軽のひぴき
2/9 伽

午後6 時30分

大ホール

S 席3,800 円

森のホール21で発
売中

間労音東葛飾セン

ター065-9911 番

五木ひろしコンサート

2/17 附

午後2 時30分

と6 時30分

S 席8,000 円

A 席6,000 円

B 席5,000 円

S 席のみ森のホー

ル21で発売中

さだまさし
20thAnniversaryConcertTour

3/6(日)午後6 時

8(火)午後6 時

6,00(〕円

(全席指定)

12月12日(日)から森の

ホール21等で発売

・

児

童

扶

養

手

当
1
2

月

期

分

を

支

給

し

ま

す

郵

便

局

・

銀

行

と

も
1
9一
月
1
0

日
幽
か
ら
、

1 9
一
月
期
分
(
8
~
1
1

月

分
)

の

手

当

を

受

け

取

っ

て

く

だ

さ

い

。

※

平

成
5

年

度

の

現

況

届

を

ま

だ

提

出

し

て

い

な

い

人

は

、

至

急

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

固

援

護

課

援

護

係

身

体

障

害

者

お

よ

び

療

育

手

帳

を

お

持

ち

の

人

へ

身

体

障

害

者

・

療

育

手

帳

を

お

持

ち

の

第

一

種

で

十

二

歳

以

上
の
人
は
、
片
道
百
㌔
ま
で
の

J
R

の

利

用

に

つ

い

て

は

、

小

児

乗

車

券

を

自

動

販

売

機

で

購

入

し

乗

車

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

※

駅

を

出

る

時

、

有

人

改

札

で

手

帳

を

提

示

し

て

く

だ

さ

い

。

醴

し

あ

わ

せ

課

福

祉

係

都

市

計

画

の

変

更

案

の

縦

覧

種
類

都

市

計
画

駐

車

場

整

備

地
区

期

間
1
2
月
6

日

囲

ふ
J

日

㈲

〔
閉

庁
日

は

除

く

〕

場

所
用

都

市

計
画

課

計

画

係

種

類

都

市
計

画

下

水

道
(

江

戸

川

左

岸

流
域
)

期

間
1
9一
月

7

日

㈹
~
2
1
日

㈹

〔

閉

庁
日

は

除

く

〕

場

所

糾
下

水
道

計

画

課

・
用

計

画

業

務

課
計

画

係

年

末

年

始

火

災

特

別

警

戒

を

実

施

し

ま

す

市

内

の

消

防

関
係

各

機

関
で

は

、
1
2
月
1
0
日

窗
~
1

月
7

日

窗

ま

で

、「
指

差
し

防

火
で

火

災

O
(

ゼ
ロ
)
」
を

合

言

葉
に

、
年

末

年

始

火
災

特
別

警

戒
を

実

施

し

ま

す

。

こ

の

季

節

は

空

気

が
乾

燥
し

、

火

災

が
非

常

に

発
生

し

や

す
い

時

期
で

す

。

ご

注

意
く

だ

さ
い

。

ま
た

、

家
の

周
り

に

は

燃
え

や

す

い

物

を

置
か

な

い

な

ど

、

放
火

に

も

十
分

注

意

し
て

く
だ

さ

い

。

醴

消

防

局

警
防

課

昔
6
3
-
1
1

1
1

内

線
2
5
5番

千
駄
堀
の
一
部
が

松
戸
東
警
察
署
の
管
轄
に

こ
れ
ま
で

松
戸

警
察
署
が
管

轄
し
て
い
た
千
駄
堀
の
う
ち
、

左
図
の
地
域
が
1
月
1
日
か
ら

松
戸
東
警
察
署
の
管
轄
に
変
わ

り
ま
す
。

な
お
、
地
域
の
担
当
は
、
常

盤
平
派
出
所
に
な
り
ま
す
。

茴
松
戸
柬
警
察
署
{一一
4
9
1
0
1

1
0

番
、
常
盤
平
派
出
所
{一一
8
7

-
4
4
4
4

番

が新しく 松戸東警察署の管轄となる21

世紀の森と広場と その周辺。入ノ根、大

田、小原、五本木、清水、新掘、出釆山、

登戸、東(730~Z42-5 を除く)、万貫

田、向山、諸面、谷中

は松戸警察署と 松戸東警察署の新管轄

の境界
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ぶるさと情報コーナー

オ

ー

プ

ン

全
国
の
耳
よ
り
情
報
が
い
っ
ぱ
い

農産物や特産品など の情報がすぐ に

1
2月
6

日
㈲
、
市
役
所
農
政

課
内
に
、
全
国
各
地
の
特
産
物

な
ど
を
紹
介
す
る
「
ふ
る
さ
と

情
報
コ

ー
ナ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

こ
の
コ

ー
ナ

ー
は
、
全
国
の

農
村
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ

、

皆
さ
ん
に
農
業
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
併
せ
て

最
近

の

産
地
直
売
へ
の

関
心
の
高
ま

り
に
も
、
こ

た
え
よ
う
と
い

う

も
の
で

す
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
情
報
は
、

譛
ふ

る
さ
と
情
報
セ
ン
タ
ー
が

全
国
か
ら
収
集
し

た
三
万
三
千

件
で

す
。
内
容
は
各
地
の
特
産

品
、
交
流
・
体
験
事
業
、
観
光
、

祭
り
、
イ

ベ
ン
ト
、
温
泉
、
味

覚
、
宿
泊
な
ど
豊
富
で
す
。

「
青
森
に
行
く
予
定
で
す
が

郷
土
料
理
の
お
店
は
?
」「
新
潟

の
地
酒
を
送
っ
て

ば
し
い
ん
で

す
が
、
ど
こ
に
頼
ん
だ
ら
い
い

の
?

」
な
ど
、
あ
な
た
の
知
り

た
い
情
報
を
す
ぐ
に

検
索
し
て

お
答
え
し

ま
す
。

開
設
日

…
1
2月
6
日
側

開
設
場
所
・
:
農
政
課
内

利
用
時
間
…
午
前
1
0時
～
午

後
3
時

汰
閉
庁
日
と
毎
月
第
二
火
曜
日

(
祝
日
の

場
合
は
翌
日
)

は

利
用
で

き
ま
せ
ん
。

利
用
方
法
…
所
定
の
用

紙
に

記
入
し
窓
口
へ

費
用
・
=
無
料
(

利
用
は
一
回

三
件
ま
で
で
す
)

固

農
政
課

受
益
者
負
担
金
は
、
下

水
道

が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に

よ
り

、

土
地
の
利
用
価
値
が
高
ま
る
た

め
、
直
接
そ
の
利
益
を
受
け

る

土
地
所
有
者
ま
た
は
権
利
者
(借

地
権
な
ど
の
権
利
を
有
し
て
い

る
人
)

に
、
そ
の
建
設
費
用
の

一
部
(
現
行
一
平
方
㍍
当
た
り

七
百
円
)

を
負
担
し
て
い

た
だ

く
も
の
で
す
。

下
水
道
の
建
設
に
は
、
多
額

の

資
金
と
長
い

年
月
を
必
要
と

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
6

年
4

月
か
ら
新
た
に

負
担
金
賦
課
区

域
と
な
る
下
表

の
各
地
域
で
説
明
会
を
開
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

※
対
象
区
域
内
の
土
地
所
有
者

に
は
、
説
明
会
ま
で
に

案
内

文
と
串
告
書
を
郵
送
し
ま
す

。

問一
計
画
業
務
課
業
務
係

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

新
対
象
区
域
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

説明会の日程

期 日 時間 会 場 受益者負担金賦課対象区域

12/13(1月)

午
後
6
時
か
ら

殿平賀小学校

(体育館)

大谷口(外番場・馬屋敷・番場・中郷の各一部)、大金

平(2 丁目・3 丁目の各一部)、東平賀( 城町 一仲通の

各一部)、小金( 天王脇の一部)

14(火)
第三中学校

(体育館)

馬橋( 北竜房・南竜房・弁天の各一部)、ニツ木( 渡崎・

押出の各一部)、中和倉( 荒井堤東の一部)

15團
古ヶ崎小学校

(体育館)
古ヶ崎(3 丁目・4 丁目の各一部)

16附
上本郷第二小学

校( 体育館)

上本郷( 宮下・1 丁目の各一部)、南花島(1 丁目の一

部)

17廁
六実第二小学校

(体育館)
五香六実( 兵庫・籠益の各一部)

午
後
6
時
か
ら

赤
字
財
政
と
し
な
い
た
め
に

転

ば

ぬ

先

の

杖

宮
間
満
寿
雄

市長の窓

「
最
近
、
松
戸
市
の
財
政

は
赤
字
だ
そ
う
だ
」
と
い
う

よ
う
な
、
う
わ
さ
が
流
れ
て

い
る
の
を
耳
に
し

ま
し
た
。

去
る
1
1
月
3
日
の
文
化
の
日

に
、
2
1世
紀
の
森
と

広
場
に

文
化
会
館
「
森
の
ホ
ー
ル
2
1」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

。

大
変
評
判
は
良
い
の
で
す

が
、
中
に
は
こ

ん
な
豪
華
な

施
設
を
つ
く
る
か
ら

市
の
財

政
は
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う

ん
だ
、
と

お
っ
し
ゃ
る
方
も

い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
2
1世
紀
の
森
と
広

場
に
つ
い
て
も
、
地
元
説
明

に
入
っ
て
以

来
十
三
年
、
よ

う
や
く
に
し
て
完
成
し

、
今

年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の

で

す
が
、
こ

れ
に
つ
い
て

も

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ

る
方
が
い
る
と
の
こ

と
で

す
。

そ
こ
で

誤
解
の
生
じ
な
い

よ

う
に
申
し
上

げ
る
の
で

す

が
、
市
の
財
政
は
ま
だ
赤
字

に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
赤
字

に
な
ら
な
い
よ

う
に
努
力
し

て
い
る
の
で

す
。

確
か
に
、
最
近
の
不
況
の

影
響
を
反
映
し
て
市
税
収
入

は
落
ち
込
ん
で

お
り
、
事
務

事
業
の
執
行
に

少
な
か
ら
ぬ

影
響
が
出
て
い

る
こ
と
も
事

実
で

す
。

私
が
去
る
9

月
5
日
号
の

市
長
の
窓
で
「
景
気
の
回
復

を
願
う
」
と
題
し
て
書
い
た

の
も
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ

る
か
ら
で

す
。

市
の
財
政
が
、
景
気
の
動

向
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
は
一

般
企
業
と
同
じ
で
や
む
を
得

な
い
こ

と
で

す
。
で
す
か
ら

市
の
財
政
運
営
ー
言
い
換
え

れ
ば
予
算
の

編
成
と
そ
の
執

行
に
当
た
っ
て
は

、
常
に
景

気
の
良
し
悪
し

を
念
頭
に
お

い
て

、
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。

昭
和
6
2年
、
6
3年
は
大
変

好
況
の
時
で

、
そ
の
影
響
を

受
け
、
市
の
税
収
入
は
予
想

以
上
に
伸
び
ま
し
た
。
既
に

そ
の
時
は
森
の
ホ

ー
ル
2
1
や

博
物
館
の
建
設
が
固
ま
っ
て

お
り
、
や
が
て
大
き
な
財
政

支
出
が
確
実
と
な
っ
て
い

ま

し
た
の
で
、
将
来
の
予
算
計

上
の
際
の
財
源
と
し
て
そ
の

伸
び
た
税
収
入
を
文
化
施
設

建
設
基
金
と
し
、
五
十
八
億

八
千
万
円
を
積
み
立
て
て
お

き
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
他
の
事
務
事

業
に
さ
ほ
ど
大
き
な
影
響
を

与
え

ず
に
竣
工
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。
2
1世
紀

の

森
と
広
場
に
つ
い
て
も
、

公

園
予
定
地
内

全
面
積
を
買

収
す

る
こ

と

が
理

想
で

す

が
、
そ
れ
に
は
膨
大
な
負
担

を
要
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
借

地
で
も
よ
い
こ
と
に
し
、
買

収
と
借
地
の
併
用
に
つ
い
て

地
主
さ
ん
方
の
理
解
を
得

て
、
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け

た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
財
政
運
営
に

は
常
に
配
慮
し
、
赤
字
と
な

ら
な
い
よ
う
工
夫
し
、
努
力

し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

し
か
し
、
今
年
の
市
税
収

入
の
落
ち
込
み
は
、
予
想
以

上
に
ひ
ど
い
の
で
す
。

平
成
4
年
度
に
お
い
て
は

前
年
度
に
比
し
、
当
初
予
算

比
で
四
十
八
億
円
も
の
税
収

増
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
平
成
5
年
度
の
当

初

予

算
編

成
に

当

た
っ
て

は
、
景
気
の
動
向
を
勘
案
し

て

、
ほ
と
ん
ど
税
収
の
伸
び

は
な
い

も
の
と
し
て
予
算
を

組
ん
だ
の
で
す
が
、
さ
ら
に

そ
れ
よ
り
も
十
五
億
円
以
上

落
ち
込
む
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。

何
と
今
年
は
、
去
年
よ
り

も
六
十
三
億
円
も
税
収
減
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と

も
い
え

る
の
で

す
。
こ

の
ま
ま
何
ら

手
を
打
た
な
け
れ
ば
赤
字
は
・

必
至
で

す
。

で

す
か
ら
、
一
部
予
算
の

執
行
を
保
留
し
た
り

、
繰
り

延
べ
た
り
、
単
年
度
事
業
を

今
年
と

来
年
の
継
続
事
業
と

す
る
な
ど
の
方
策
を
採
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
事
か
ら

財
政
の
赤

字
説
が
出
た
も
の
と

思
わ
れ

ま
す
が
、
財
政
は
一

度
赤
字

と
な
っ
た
ら
、
そ
の
回
復
に

は
か
な
り
の
時
間
と
必
要
以

上
の

無
理
を
し
な
け

れ
ば
な

り
ま
せ
ん

。

市
民
生
活
に
も
、
直
接
間

接
に

何
ら
か
の
影
響
を
与
え

る
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
何
と

し
て

も
避
け
な
け

れ
ば
な
ら

ず
、
や
む
を
得
ず
採
っ
た
手

段
で

す
。
言
わ
ば
「

転
ば
ぬ

先
の

杖
」
な
の
で

す
。

財
政
運
営
に

は
、
今
後
共

十
分
留
意
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
事
情
ご
了

察
く
だ

さ
い

。

「
計

量

法

」

が

改

正

さ

れ

ま

し

た

。

計

量

法
が

全

面

改
正

さ

れ

、

い
1
1
月
1

日

に

施
行

さ

れ
ま

し

た

。

は

か
り

の

定

期

検
査

検

査

周
期

が

二

年
に

一
回

と

な

り

、

郵
便

番

号
2
7
0地
区

は

偶

数
年
(
平
成
6
・
8
…
年
)
、
2
7
1

地

区

は

奇

数
年
(

平

成
7

・
9

…

年
)

に

検
査

を
し

ま
す
(

一

部

を

除

く
)
。

検

査
の

対

象

が

拡

大
さ

れ

、

取

り

引

き
に

使

用

さ

れ
て

い

る

電

気

式
は

か

り

は

、

お

お
む

ね

対

象

に

な

る
の

で

、

市
に

届

け

出

て

く

だ
さ

い

。

量

目

制
度

量

目

誤

差
の

叫

側

の

規
制

は

な

く

な

り
ま

し

た

。

市

が

実

施
す

る

立

ち

入
り

検

査

な

ど
で

、
不

足

率

が

著
し

い

場

合

な

ど
は

、
公

表
で

き
る

よ

う

に

な

り
ま

し

た

。

そ

の

ほ

か

は

か

り
の

製
造

、

販

売
な

ど

の

事

業

は

、

登
録

制

か

ら
届

け

出

制

に

な
り

ま

し

た

。

題

消

費

生
活

課

計

量

係

昔
6
6
-

5
1
5
0

番

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

1
2月
9

日

困

午

後
2

時
か

ら

会

場

教

育

委

員
会

五

階

会

議
室

圀

教

育

委

員
会

総

務

課

昔
6
6
-

7
4
6
0

番

年

末

年

始

の

融

資

業

務

早
期
貸
し
付
け
(
一
資
金
四

百
五
十
万
円
以
内
)

…
随
時
受

け
付
け
。
年
内
に

貸
し
付
け
を

希
望
す
る
場
合
は

、
1
9一月
1
0日

窗
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。

一
般
貸
し
付
け
(

一
資
金
四

百
五
十
万
円
を
超
え
る
も
の
)

…
通
常
は
そ
の
月
の
5

日
に
締

め
切
り
ま
す
が
来
年
1
月
分
の

締
め
切
り
は
1
2月
2
4日
窗
で

す
。

固
商
工

課
振
興
係

シ

イ

タ

ケ

栽

培

資

材

の

あ

っ
せ
ん数

量
原
木
三
千
本
(
一
人
十

本
ま
で

。
申
し
込
み

多
数
の
時

は
抽
選
)

費
用
原
木
(
長
さ

九
〇
㌢
)
一
本
三
百
円
、
種
駒

二
十
個
(
原
木
一
本
分
)
百
二
十

円
、
打
ち
込
み
用
丸
ノ
ミ
千
九

百
円
、
ノ
ミ
替
え
刃
六
百
円
、

電
動
ド
リ
ル
用
替
え
刃
七
百
円
、

電
動
ド
リ
ル
使
用
料
(
原
木
一

本
に
つ
き
五
十
円
。
日

曜
使
用

は
午
後
の
み
)

対
象
市
民

匣
1
2月
2
1日
㈹
ま
で
に

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
希
望
品
目
・
数
量
を
記

入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八

七
-
五

松
戸
市
役
所
農
政
課
内

松
戸
市
森
林
組
合
へ

※
あ
っ
せ
ん
確
定
者
に
は
、
1

月
下

旬
に
通
知
し
ま
す
。

物
品
買
い
入
れ
等
指
名
競
争
入
札

参
加
希
望
者
の
受
け
付
け
(
追
加
登
録
)

期
間
:
i

月
1
7日
側
~
3
1日

㈲
〔
土
・
日

曜
日
を
除
く
〕

時
間
…
午
前
8
時
3
0分
～
午

後
4
時
3
0分

場
所
…
市
役
所
管
財
課

内
容
・
:①
市
が
発
注
す
る
備

品
・
消
耗
品

・
印
刷
物
件
等
を

納
入
で

き
る
業
者

②
委
託
業
務

を
受
注
で

き
る
業
者

申
請
書
・
:市
役
所
の

地
下
売

店
で

販
売

斑
隔
年
で
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。
平
成
5

年
1
月
に
申
請
・

登
録
し
た
人
は
、
申
請
の
必

要
は

あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
は

追
加
登
録
な
の
で

資
格
有
効

期
間
は
一
年
間
で

す
。

固
管
財
課
用
度
係



松戸市の職員給与等について
市民の皆さんに松戸市の一般職および

特別職の給与等について理解していた

だくため、その概要をお知らせします。

黯人事課給与係

職 員 手 当 の 状 況

区 分 松 戸 市 国

期末 手当

勤勉 手当

(4 年度支給割合)

期末手当 勤勉手当
6 月期1.6 月分0.6 月分

12月期2.1 月分0.6 月分

3 月期0.55 月分 一 月分

計4.25 月分1.2 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

(4 年度支給割合)

期末手当 勤勉手当

6月期1.6 月分0.6 月分

12月期2.1 月分0.6 月分

3月期0.55 月分 一 月分
計4.25 月分1.2 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

退 職手当

支給率(5年度) 自己都合 勧奨・定年

勤続20年21.0 月分34.65 月分

勤続25年33.75. 月分 乢55月分

勤続35年47.5 月分62.7 月分

最高限度額6( 〕.0月分62.7 月分
その他の加算措置

定年前早期退職特例措置(2%~20%加算)

退職時特別昇給

勤続20年以上1 号俸又は2 号俸

支給率(5年度) 自己都合 勧奨・定年

、勤続20年21.0 月分28.875 月分
勤続25年33.75 月分44 湎 月分 ・

勤続35年47.5 月分62.7 自分

最高限度額60.0 月分62.7 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置(2%~20% 加算)
退職時特別昇給1 号俸

1人当たり平均支給額(4 年度)

自己都合 勧奨・定年

2,427千円20,860 千円

1. 退 職 手 当 支 給率 は 、 本年 度か ら 国 と同 じ 支 給率 に な り ま し た。

2. 松 戸 市 の 自 己都 合 の 最 高 限度 額 につ い て は 、45 年 間 勤 続 し た率 で す 。

調 整 手 当

(5 年4 月1 日
現在)

支給対象地域 全 地 域

支 給 率 10%

支給対象職員数 3,272人

国の制度( 支給率) 3%

支給対象職員1 人当たり平均支給年額(4 年度決算) 359,478円

特 殊勤務 手当

(4 年度)

区 分 全 職 種

職員全体に占める手当支給職員の割合 45.896

支給対象職員1 人当たり平均支給年額 52,Z88円

手当の種類( 手当数) 29種類

代表的な手当の名称
支給額の多い手当

技術研究調査手当、保育手当、し尿
・ゴミ 等収集処理手当、特殊現場勤
務手当、自動車運転手当

多く の職員に支給されている手当
保育

手当、危険作業手当、技術研究
調査手当、税務手当、救急出勤手当

時間外勤務手当

4年度
支 給 総 額 1,108,336千円

職員1 人当たり支給年額 400千円

3 年度
支 給 総 額 1,045,193千円

職員1 人当たり支給年額 382千円

(平成5 年4 月1 日現在)

区 分 内 容
国の制度

との異同
国の制 度と 異な る内容

扶養

手当

配偶者16,000 円
配偶者以外の扶養親族のうち2 人5,500 円

配偶者なしの扶養親族のうち1 人11,000円

その他の扶養親族1,000 円

同じ

住居

手当

借家・借間居住者

8,500円を超え17,000円以下の家賃支払者

家賃-8,500 円

17,000円を超える家賃支払者

(家賃-IZ,000 円)×1/2十8,500円
≦26,000円

持家居住者8,500 円

その他の者2,000 円

異なる

国の場合

借家・借間居住者

12,00(〕円を超え23,oa〕円以下の家賃支払者
家賃-12,000 円

23,000円を超える家質支払者

(家賃-23,000 円)×1/2十牲000 円

趾26,0(X)円

持家居住者
新築・購入後5 年間2,500 円

その他の者1,000 円

通勤

手当

40,000円以下の運賃………運賃の全額
40,000円を超える運賃

(運賃-40,000 円)×1/2十40,000円

三45,000円

同じ

特別職の報酬等の状況( 平成5 年11月1 日現在)

区 分 報 酬 等 月 額 期 末 手 当

市 長

助 役

収 入 役

1,050,000円
860,000円以内
760,000円以内

(4 月度支給割合)

6月期2.2 月分

12月期2.7 月分

3月期0.55 月分

計5.45 月分

議 長

副 議 長

議 員

720,000円
660,000円
590,000円

職員給与等の状況

人件費の状況( 普通会計決算)

区 分
住民基本台帳
人口(年度末)

歳出額A 実質収支 人件費B
人件費率
(B/A)

(参考)

3年度の人件費率

4 年度
(5.3.31)

454,205人

千円

120,445,065

千円

3,053,818
千円

25,720,477
%

21.4
%

23.3

人件費には、給料、報酬、諸手当、共済費等が含まれます。

一般職員給与費の状況( 普通会計当初予算)

区 分 職員数A
給 与 費 1人当たり

給
与費

(B/A)

職員1人当たりの住民数

給料 職員手当 期末勤勉手当 計B 松戸市 県内市分平均

5年度 (5.4.1)
3.308人

千円
12,160,856

千円
4,125,589

千円

6,593,792

千円

22,880、23Z

千円

6,916
人

137.3
人

118.0

1. こ の「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当、特殊勤

務手当、時間外勤務手当などが含まれ、児童手当、退職手当は含 まれてい ません。

2. 職員1 人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高くなります。松戸市

は他市に比べ 、少ない職 員で市の仕事 をしています。

職員の平均給料月額および平均年齢の状況( 平成5 年4 月1 日現在)

区 分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料 平均年齢 平均給料 平均年齢

松戸市 304,008円 39歳1 月 282,332円 48歳6 月

国 284,003円 38歳フ月 262,560円 47歳9 月

1. 一般行政職 とは4 税務職、医療職 、消防職、教育職、企業職、技能労務職等を除い た職

をいい ます。

2. 技能労務職 とは、自動車運転手、守衛、作業 員、用務貝、給食調理貝等 をいいます。

職員の初任給の状況( 平成5 年4 月1 日現在)

区 分
松 戸 市 国

初 任 給 採用2年経過日の給料額 初 任 給 採用2年経過日の給料額

一般行政職
大学卒 174,600円 187,300円

I種175,300円 187,300円
II種161,400円 174.600円

高校卒 141,000円 155,000円 131,900円 141,000円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況( 平成5 年4 月1 日現在)

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 242,197円 305,225円 341,658円
高 校卒 223,800円 263,616円 307,764円

技 能 労 務 職 187,313円 219,022円 259,768円
経験年数 とは、学校卒業後直ちに市に採 用さ れ引き続き勤務している場合には採用後の年数

をいい、採用前に民間歴等のある場合に は、その期間を換算し採 用後の年数に加算した年数
をいい ます。

―職行政職の級別職員数の状況( 平成5 年4 月1 日現在)

9 級 8 級 7級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級 計

標準的な職務内容 局長 部長 課長 補佐 主幹 係長 主

任

主

事

主

事

技

師

事務員技術員

職 員 数 1 人 26人 121人 68人 262人 320人 626人 510人 84人 2,018人

構 成 比 0.1% 1.2% 6.0% 3.4% 13.0% 15.9% 30.9% 25.3% 4.296 100%

参

考

1年

前の

構成

比

0.1% 1.3% 6.4% 3.796 13.395 16.096 28.936 25.1% 5.2% 100%

5年前の
構成比 卜 1.2% 6.396 3.0% 7.2% 9.9% 25.5% 42.796 4.2% 10(〕%

1. 給与 条例に基づ く給料表の級区分による職員数 です。

2. 標 準的な職務内容とは、そ れぞれの級に該当する代表的な職 名です。

昇給期間短縮の状況

区 分 合 計 一般行政職 技能労務職

4年度

職 員 数(A) 2,548人 2,009人 539人

普通昇給期間(12~24 月) を短縮して昇給した職員数(B) ZZ人 51人 26人

比 率(B)/(A) 3.0% 2.596 4.8%

3 年度

職 員 数(A) 2,521人 1,973人 548人

普通昇給期間(12~24 月) を短縮して昇給した職員数(B) ア9人 45人 34人

比 率(B)/(A) 3.196 2.3% 6.2%

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

(
健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に
)

そ
の
5

中
学
生
(
1
3
~
1
5歳
)

大
多
数
の
人
は
、
親
不
知

を
除
く
す

べ
て
の

歯
が
萌
出

を
完
了
し
ま
す
。
特
に
第
二

大
臼
歯
の
生
え
る
位
置
は
、

か
な
り

奥
の
ほ
う
な
の
で

、

歯
ブ
ラ
シ
が
届
き
に
く
く
早

期
に
虫
歯
に
な
っ
て
し
ま
う

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
歯
肉

炎
が
次
第
に
増
加
し
て

く
る

年
齢
で
も
あ
り
ま
す
。

中
学
生
に

な
れ

ば
、
も
う

自
分
の
健
康
は
自
分
の
責
任

に
お

い
て

守
る
こ
と
に

な
り

ま
す
。
日

ご
ろ
の

ブ
ラ
ッ
シ

ン

グ
や
食
生
活
の
内
容
を
、

自
分
で

管
理
で

き
る
よ
う
に

努
力
し

ま
し
ょ
う
。
ク
ラ
ブ

活

動
や

受
験
勉
強
で
、
つ
い

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
健

康
管
理
を
も
う
一
度
振
り
返

っ
て

考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
で
で

き

る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
歯
科
医
院
で

定
期

的
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
検
査
、

指
導
を
受
け

る
よ
う
に
し
て

い

る
と
、
さ
ら
に
効
果
的
な

健

康
管
理
が
可
能
で

す
。

ま
た
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、

か
み
合
わ
せ
や
姿
勢
の
悪
さ

な
ど
が
原
因
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
顎

関
節
症
に
な

る
人
が

で
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
あ

ご
が
痛
く
な
っ
て
口
を
開
け

に
く
く
な
っ
た
り
、
開
閉
口

時
に
ポ
キ
ポ
キ
音
が
し
た
り

す
る
症
状
を
言
い
、
多
く
は

思
春
期
以

降
に
発
症
し
て
く

る
も
の
で
す
。

最
近
で

は
、
肩
こ
り
ゃ
頭

痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
中
学

生
も
い
る
よ
う
で
す
。

人
間
は
、
重
い
頭
を
支
え

て
直
立
し
て
い
る
た
め
に

、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
や
す
い

生
き
物

な
の
で
す
。
虫
歯
や
悪
い
か

み
合
わ
せ
を
放
置
す
る
と
、

意
外
な
所
に
ト
ラ

ブ
ル
が
発

生
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

左
の
図
を
見
て
よ
く
考
え
て

み
て

く
だ
さ
い

。

(
松
戸
歯
科
医

師
会
)

ヒ
ト
の
体
の
バ
ラ
ン
ス
は

ち
よ
う
ど
皿
回
し
の
よ
う
で
す



12月9日

は

障害者の日

1
2月
9
日
は
「
障
害
者
の
日
」
で
す
。

今
か
ら
十
八
年
前
の
一
九
七
五
年
(
昭
和

5
0年
)
1
2月
9
日
、
国
際
連
合
で
、
障
害
者

の
基
本
的
人
権
と
障
害
者
問
題
に
関
す
る
指

針
を
示
す
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

わ
が
国
で
も
こ

れ
を
受
け
て
、
「
国
際
障

害
者
年
」
と
な
っ
た
一
九
八
一
年
(
昭
和
5
6

年
)
、
障
害
者
問
題
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を

深
め
、
障
害
者
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
1
2月
9
日

を「
障
害
者
の
日
」

と
定
め
ま
し
た
。

固
し
あ
わ
せ
課
給
付
係

記
年
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

障

害

者

福

祉

都

市

ま

つ

ど

国

際
連
合
は
「
完
全
参
加
と

平
等
」
の
趣
旨
を
よ
り
具
体
的

な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
一
九

八
三

年
か
ら
一
九
九
二
年
ま
で

の
十
年
間
を
「
国
際
障
害
者
の

十
年
」
と
宣
言
し

ま
し
た
。
昨

年
、
こ
の
十
年
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
そ
の

後
も
関
連
し
た

各

種
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋

経
済
社
会
委
員
会
(
E
S
C
A

P
)
の
第
四
十
八
回
総
会
で

、

一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
二
年

ま
で
の
十
年
間
を
「
ア

ジ
ア
太

平
洋
障
害
者
の

十
年
」
と
宣
言

し
、
継
続
し
て
障
害
者
の
福
祉

の
増
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た

。

松
戸
市
で
も

、
昭
和
5
5年
に

厚
生
省
か
ら
「

障
害
者
福
祉
都

市
」
の
指
定
を
受
け
て
、
各
種

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

障
害
を
持
つ
人
た
ち
に
優
し
い

街
づ
く
り
を
進
め
、
よ
り
住
み

良
い
街
と
な
る
よ
う
に
、
障
害

者
の
生
活
環
境
の
改
善
や
、
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
・

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

社
会

参
加
を
目
指
し

て

市
内
に
は
左
表
の
よ
う
な
施

設
が
あ
り
、
障
害
を
持
つ
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
へ
通
い
、
生

活
訓
練
や
作
業
訓
練
、
軽
作
業

な
ど
を
行

っ
て

お
り
、
社
会
参

加
や
就
職
へ
の
道
を
探
し
て
い

ま
す
。

「
障

害

者

の

日

」

記

念

バ

ザ

ー障
害
者
の
日

を
記
念
し
、
福

祉
施
設
合
同
で

、
今

年
も
恒
例

の
記
念
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

日

時
…
1
2月
7

日
㈹
~
9

日

困
、
午
前
9

時
～
午
後
4

時

会
場
=・
市
役
所
一
階
本
館
新

館
連
絡
通
路

内
容
…
市
内
施
設
の
作
品
展

示
・
販

売
、

バ
ザ
ー
の
ほ
か
、

施
設
の
紹
介
や
、
各
種
福
祉
サ

ー
ビ
ス

ー
ケ
ア
体
系
な
ど
の
P

R
(
説
明
・
宣
伝
)
も
行
い
ま
す
。

参
加

団
体
=
・
市
立
の

ぞ
み

学

園
、
も
え

ぎ
作
業
所
、
わ
か
ば

園
、
第
二
わ
か
ば
園
、
ひ
ま
わ

り
作
業
所
、
松
里

福
祉
作
業
所
、

い
ぶ
き
の
広
場
、
喜
楽
家
、
ア

ー
ト
ー
ボ
ッ
ク
ス
作
業
所

障
害
を
持
つ
人

た
ち
が
健
常

者
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に

は
、
生
活
環
境
の
整
備
だ

け
で

は
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

何
よ

り
も
、
私
た
ち
一
人
ひ

と

り
の

障
害
者
に

対
す

る
理
解
と

思
い

や
り
が
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
で

、
障
害
を

持
つ
人
た
ち
が
困

っ
て
い
た
ら
、

気
軽
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

障害を持つ人のための

「公共施設ガイド」ができました

障害のある人 が市の施設を使うときに便

利な、施設ガ イド ブッ クができまし た。

内容…市役所・支所・市民センタ ー・図

書館・市立病院など、市の施設54ヵ 所を紹

介。最寄りの駅から の案内地図や施設平面

図( スロ ープなども 表示) を入れ、障害の

ある人が使うときに便利なよう に記載O

配布場所…しあわせ課

「い ぶきの広場」に集う 皆さん

心身障害者福祉施設等

施 設 名 電話番号 住 所 施設内容

の ぞ み 学 園 68-1632
上矢切299-1(総
合福祉会館内)

精神薄弱者授産
施設

も えぎ 作 業所 84-3191
金ヶ作277-4(生きが

い福祉センター内) 精神薄弱者作業所

わかば園 84-0165 金ヶ作276-25
精神薄弱者更生
施設第二 ねか ば園 86-7721 五香六実246-4

ひまわり作業所 67-9584 上本郷4-4540
精神衰弱者作業所

松里福祉作業所 8∠↓-0165 金ヶ作276-25

な みき 作業 所 84-3191
金ヶ作277-4(生きが

い福祉センター内)
身体障害者作業所

い ぶき の広 場 89-1010 五香六実246-3 身体障害者授産施設

喜 楽 家 44-9951 馬橋2986 身体障害者作業所

みのり会作業所 67-6860 三矢小台2-13-14
精神障害者作業所

さつき共同作業所 68-0544 三矢小台■2-15-7

アート・ボックス 84- ア141常盤平5-25-9 精神薄弱者作業所

更生施設: 日常生活の習慣を身に付けるための生活指導や、目

立した社会生活をするための作業指導などが行わね

ています。
授産施設:働くことが難しい人に、自活|こ必要な訓練を行い、

職業を与えて自活させることを目的としています。

作業所:働くことが難しい人の、地域社会での生活を援護す

るために、日常生活の指導をしながら作業能力を身

に付けることを目的としています。

精神薄弱者作業所アート

ボックス代表者

佐 藤 久 子 さん

私
た
ち
の
作
業
所
は
、

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
交

流
を
深
め
ら
れ
る
場
所
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

バザーに備えて準備 する「アート ・ボック ス」

の皆さん

困 っ て い る と き に は

手 を貸 し て くだ さ い

(障害を持つ人へのエチケット)

○障害のあるなしにかかわらず、人 間は皆お

互いに助けあって生きています。障害を持

つ人に対するお手伝いは、人間として当然

の行いです。 特に意識することなく、ごく

自 然な気持ちでお手伝いしまし よう。

○人間一人ひとりが千差万別であるように、

障害を持つ一人ひとりも全て違います。

「障害者」とひとまとめに考える のは、混

乱のもとになります。一人ひとりが別の人

格であることを認識すること が、障害を持

つ人に対するエチケットの基本です。

O 障害を持つ人のお手伝いをするときは、ま

ず、声を掛けること が大切です。

黙っていきなり 身体に触れたり、 車いすを

押したり するのは、失礼でもあり、相手を

驚かせたり すること になり ます。

○障害を持つ人が困っているのを見掛けたら、

その人が何をしてほしいのかを聞く(理解

する)ことが大切です。障害を持つ人自身

も、介助のされ方を 工夫し ています。ひと

りよがり に手を出すのは、親切ではなく、

お節介になります。

○障害を持つ人を特別視したり、無能力扱い

をしないことが、障害を持つ人に対して最

も理解ある態度です。

同情に基づく 言葉は控え目に。 必要なとき

には快くお 手伝いをお願いします。

1
2
/
3
1噺
~
1
/
3

㈲

の

ご
み

収

集

・

し

尿

の

く

み

取

り

は

休

み

ま

す

O
休
み
の
期
間
は
、
集
積
所
に

ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い

。

〇
年
内
に
く
み
取
り
が
必
要

な

家
庭
は
早
め
に
連
絡
く
だ
さ

い

。

O
粗
大

ご
み
収
集
は
、
年
末
は

混
み
合
い
ま
す
の
で

、
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
1
2月
2
3日
困
は
祝
日
で

す
が
、

ご
み

収
集
と
し
尿
の

く
み
取

り
を
行
い
ま
す
。

黷

ご
み
=

清
掃
第
一
課
、
し
尿

=
清
掃
第
二
課

ご
み

を

出

す

時

、

黒

ビ

ニ

ー
ル

袋

を

使

わ

な

い

で
/

ご
み

袋
の
中
に
、
割
れ
た
ガ

ラ
ス
や
刃
物
が
入
っ
て
い
る
と
、

集
積
所
の
当
番
の
人
や
、
収
集

作
業
員
が
、
け
が
を
す

る
危
険

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ス

プ
レ

ー
缶
な
ど
の

中
味
が
入
っ
て
い

る
と
、

ご
み

収
集
車
や
圧
縮
機
の
中
で
、
爆

発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

中
が
見
え
な
い
黒
ビ
ニ
ー
ル

袋
に

、
こ
れ
ら
の
物
が
入
っ
て

い
る
と

非
常
に
危
険
で
す
。

中
の
見
え
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

使
い

、
ガ
ラ
ス
な
ど
は
次
の
よ

う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
割
れ
た
ガ
ラ
ス
は
、
新
聞
紙

な
ど
に
包
ん
で

、
中
が
よ
く

見
え

る
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

「
ガ

ラ
ス
危
険
」
と
表
示
し
、
資

源
ご
み
と
し
て
出
し
て

く
だ

さ
い
。

〇
刃
物
や
陶
磁
器
の
割
れ
物
は
、

新
聞
紙
な
ど
に
包
み
、
ご
み

袋
に
「
危
険
」
と
表
示
し
、
燃

や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
針
や
カ
ミ
ソ
リ
の
刃
な
ど
の

小
さ
な
物
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
に
入
れ
、
燃
や
せ
な

い
ご

み

と

し
て

出

し

て

く

だ

さ
い

。

O
ス

プ
レ

ー

缶
は

、

使

い

切

っ

た
ら

完

全

に

ガ
ス

抜

き
を

し

、

資
源

ご

み

と
し

て

出

し
て

く

だ
さ

い

。

鷓

清
掃

第

一

課
業

務

係

小

中

学

生

観

光

絵

画

展

市
民

の

皆

さ
ん

に

、

市

内

の

観

光

資
源

に
つ

い

て

再

認

識
し

て

い

た

だ
こ

う
と

市

で

は

毎

年

市

内

の

小

・

中

学
生

を

対

象
に

観
光
絵
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今

年

も
た

く

さ

ん
の

作

品

が

寄

せ

ら

れ
ま

し

た

。

入

選

作
品

を

次

の

と

お

り
展

示

し

ま

す

。

期
日

…
1
2
月
2
0
日

照

よ
(
一
日

照

、

午

前
8

時
3
0
分
~

午

後
5

時
場

所

…

市

役
所

一

階

本
館

新

館

連
絡

通

路

入

選

者
は

次

の

と

お
り

で

す

。

〔

小

学

校
の

部

〕

市

長

賞
=

近

藤

麻

友

・
市

村

慎

介
(
横
須

賀
)
、
立
石

桃

子
(
新

松

戸

西
)
、
加

瀬

優

美
(

新
松

戸

北
)
、

梅

野

友

美
(

松

飛

台

第

二
)
、

国

分

郁
子
(

上

本

郷
)

観

光

協
会

長

賞
=

佐

藤

真
奈

美
(

上

本
郷
)
、
鵜
澤

美

紀
・
田

邉

朋

子
(
中

部
)
、
角
田

陽
彦
(
寒

風

台
)
、
齊
藤

寛

子
(

横

須

賀
)
、

田

向

繭
子
(

八

ヶ

崎
)

・
〔
中

学

校
の

部
〕

市

長

賞
=

鵜
沼

美

雪

・
石

綿

と

も
こ
(

第

二
)
、
中

里

愛
(

聖

徳

大

付

属
)

観

光

協

会

長
賞
=

山
下

成
人

示

金

南
)
、
角
田

悦
子
(
第

三
)
、

高

橋
美

智
子
(

聖

徳

大

付

属
)

固

商
工

課

調

整

係

し
尿
処
理
手
数
料
(
人

頭
制
)
の
第
三
期
納
期

限
は
1
2月
2
8日
詢
で
す
。

圃
清
掃
第
二
課



情

報

チ

ャ

ン

ネ

ル

タイ トルが 色 刷り の ものは 、

市 の主 催で す。

人 口 と 世 帯(11 月1日現在)

○人口463,708 人( 十匐1)

○ 男235,961 人(+23)

○ 女227,747 人(+168)

○世帯171,450 世帯(+126)

松

戸

か

る

た

大

会

1
月
8
日
出
午
前
1
0時
~
午

後
3
時
3
0分

会
場
運
動
公
園

体

育
館

内

容
「
松
戸
か
る
た
」

を
使
っ
て
の
団
体
戦
と
個
人
戦

対
象

団
体
戦
(
三
人

組
て

小
学

生
、
個
人

戦
=
小
学
五
年
以
上

中
学
三
年
ま
で

費
用
無
料

圃
1
2月
1
5日
團
ま
で
に

、
所
定

の
用
紙
(
こ
ど
も
課
に
あ
り
ま

す
)
で

直
接
こ

ど
も
課
窓
口
へ

蠢

か
る
た
大
会
世
話
人
・
㈹
歟

〔
㈱
大
東
内
〕一
容
4
7
-
1
5
1
6

番琴

初

心

者

講

習

会

1
月
1
3日
~
3

月
3
日
の

各

木
曜
日
(
全
七
回
)
、
午
後
1
時

~
3
時

会
場
矢
切
公
民
館

内
容
さ
く
ら
・
ワ
ル

ツ
な
ど
全

十
曲
(
琴
と
つ

め
は
貸
し
ま
す
)

費
用
五
千
円

毘
電
話
で

ふ
よ

う
会
・
大
谷
容

6
6
-
1
3
6
0
番
へ

野

鳥

観

察

会
(
八

柱

霊

園
)

1
2月
1
2日
面

、
m一
武
蔵
野
線

新
八
柱
駅
前
午
前
8
時
(

霊
園

入
口
午
前
8

時
3
0分
)

集
合
、

午
前
1
1
時
3
0
分
現
地
解
散
持

ち
物
筆
記
・
観
察
用
具

醋
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基

金
音
4
5
1
9
8
4
6
番

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

料

理

を

作

っ
て

お
い
し

い
パ

ー
テ
ィ

ー

1
2月
1
6日
團
①
料
理
講
習
=

午
後
2
時
~
4

時

②
パ
ー
テ
ィ

ー
=
午
後
4

時
~
6

時

会
場

市
民
会
館

講
師
リ
ア

ー
ニ

ザ

ー
ル

氏

費
用
千
五
百
円

定

員
四
十
入

寮
料
理
講
習
ま
た
は
パ
ー
テ
ィ

ー
だ
け
の
参
加
も
可

圃
1
2月
1
0日
窗
ま
で
に
、
電
話

で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に

絵
本
を
お

く
る
会
事
務
局
(

お
は
な
し
キ

ャ
ラ
バ
ン

事
業
所
内
)

音
4
4
1

9
り
O
Q
J
7番
へ

冬

休

み

こ

ど

も

映

画

大

会

1
2
月
2
3
日
竕
午
前
1
0
時
~
正

午
と

午

後
2

時
～
4

時

会

場

市

民

会

館

内

容

「
ピ

ッ
ピ

の

新
し

い

冒

険
」

「
山

び
こ

よ

歌

え

」

対

象
小

・

中

学

生
と

保

護

者

定
員

各
回

先

着

手
二

百

人

費
用

無
料

圜
こ

ど

も
課

育

成

係

松

戸

七

福

神

の

内

八

柱

・

千

駄

堀

め

ぐ

り

1
2月
1
2
日

収

午

前
1
0
時
新

京

成
八

柱

駅

南

口
前

集

合

〔
雨

天

の

と

き
は
1
9
日

㈲

〕

コ

ー

ス

白

髪

神

社
~

円

能

寺
~

土

屋

家

長
屋
門
な
ど
約
四
・
五
㌔
費

用

三
百

円
(

資

料

代
)

閲

松

戸

史

談

会

・

神

尾

登
4
1

-
2
4
5
8

番

映

画

会

「
月

光

の

夏

」

1
2月
1
6日
團
午
後
2

時
3
0分

か
ら
と
午
後
6
時
5
0分
か
ら
の

二
回

会
場
市
民
会
館

費
用

一
般
、
大
・
高
校
生
千
三
百

円

(
当
日
券
千
七
百
円
)
、
小
中
学

生
千
円

圀
松
戸
で
「
月
光
の
夏
」
を
見

て
ほ
し
い
実
行
委
員
会
・
箕
輪

昔
4
1
1
2
3
9
0
番

ち

び

っ

こ

探

検

学

校

ヨ

ロ

ン
島3

月
2
6日
出
～
4

月
2

日
出

(
八

日

間
)

場

所

与

論
島

対
象
小
学
校
三
上
(

年
生

内

容

イ

カ

ダ
作

り
、
島

内
探

検

費
用
九
万
九
千
円

瑟
聯
国
際
青
少
年
研
修
協
会
昔

0
3
-
3
3
5
9
-
8
4
2
1

番

の

ぞ

み

学

園

作

品

展

示

即

売

会1
2月
1
6日
困
・
1
7日
窗
、
午

前
9

時
~

午
後
4
時
3
0分
(
1
7

日
は
午
後
4

時
ま
で
)

会
場

総
合
福
祉
会
館
一
階
ロ
ビ
ー
(
松

戸
駅
西
口
か
ら
京
成
バ
ス

「
市

川
行
き
」
で
浅
間
台
下
車
)

内
容
陶
芸
・
木
彫
り
・
縫
製
な
ど

約
九
百
点

固
の

ぞ
み

学
園
{一一
6
8
-
1
6
5

5
番

障

害

児

と

と

も

に

楽

し

む

ク

リ

ス

マ

ス
会

1
2月
2
3日
前
午
後
1
時
3
0分

～
3

時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
五
百
円
(

障
害
児

者
無
料
)

※
三
百
円
程
度
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

固
障
害
者
問
題
研
究
会
松
戸
サ

ー
ク
ル
・
金
田

容
4
5
-
9
3
8

0
番

催

し

物

年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動

事
故

を
よ
ぶ

酒

が
疲
労
が

ス

ピ
ー
ド
が

12/10~1/3

再

生

自

転

車

を

販

売

受

付
1
2
月
1
7
日

窗

午

前
9

時

~

午

後
3

時

、
1
8
日

出

午
前
9

時

Å
1
1
1
1

一
時

抽

選

・
販

売
1
2
月

1
8日

出

午
前
1
1
時
か

ら

会
場

生

き

が
い

福

祉

セ
ン

タ

ー
(

金

ヶ

作
二

七

七

―
四
)

台

数

・

価

格

四

十

台

・

一

台

七

千

円

~

一
万

一
千

円

交

通

五

香
駅

東

口
か

ら

新

京

成
バ

ス

「
小
新

山

行
き

」

ま

た
は

「
柏

陵

高
校

行
き

」

で

、

新

栄
町

入

口
下

車

(
五

香

駅

午

前
9

時
2
1
分

・
3
0

分
、
1
0時
4

分

発

が
あ

り

ま
す
)

※
駐

車

場

が

あ
り

ま

せ

ん
の

で

車
で

の

来

場
は

ご

遠

慮
を

固

齟

松

戸

市

シ
ル

バ

ー
人

材

セ

ン

タ
1

｀
一
8
4
j
3
1
9
1

番

リ

ズ

ミ

ッ

ク

カ

ン

フ

ー

公

開

体

験

講

座

1
2月
9

日

困

・
1
6
日

團

、

午

後
4

時
~
5

時
3
0
分

会

場

青

少

年

会

館

費

用

千

円

対

象

小

学

生

持
ち

物
上

履
き

、

動

き

や

す
い

服

装

圉

電

話
で

リ

ズ
ミ

ッ

ク
カ

ン
フ

ー

の

会

・
菅

原

昔
8
8
1
4
2
1

1

番
へ

登

校

・

就

職

拒

否

に

理

解

と

関

わ

り

を

持

つ

集

い

1
2月
1
9
日

㈲

午

後
o

時
3
0
分

～
5

時

会

場
馬

橋
東

市

民
セ

ン

タ

ー

内

容
N
H
K

学

園

講

師
・
高

柳

美
知

子

氏
の

講
演
「
セ

ク
シ

ュ

ア
リ

テ

ィ

と

引

き
こ

も

り

」

費

用
二

千

円
(

当
日

受

け

付

け

は

二

千
五

百

円
)

醴
東

京

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス

ア

カ

デ
ミ

ー

容
6
6
-
1
8
7
9

番

ク

リ

ス

マ

ス

料

理

講

習

会

1
2
月
1
7
日
窗
午
前
1
0
時
~
午

後
1
時

会
場
婦
人
会
館

定

員
二
十
八
人

費
用
千
六
百
円

圃

電
話
で

松
戸
友
の
会
・
藤
井

登
6
3
-
7
6
2
2
番
へ

年

末

ダ

ン

ス

ホ

リ

デ

ー

' m
9
3

1
9
一
月
2
5日
出
午
後
5

時
3
0分

～
8

時
4
5分

会
場
八
ヶ
崎
市

民
セ
ン
タ
ー

費
用
二
千
円

寮
入
場
券
は

予
約
制
で

す
。

茴

ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル

赤
い
靴
・

家
富
公
6
7
-
8
1
7
6
番

冬

の

陶

芸

一

日

教

室

1
2月
8
日
困
午
前
9

時
3
0分

か
ら
と
午
後
2
時
か
ら
の
二
回

会
場
陶
松
(
市
立
病
院
裏
)
定

員
十
二
人

費
用
五
百
円
(

陶

土
・
焼
き
代
別
)

固
縄
文
土
器
を
作
る
会
・
小
堀

{一一
6
8
-
7
7
2
6
番

と

も

し

び

読

書

会

1
2月
1
6日
閑
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
婦
人

会
館

テ
キ
ス

ト
青
春
の
一
冊
(
文
芸
春
秋
編
)

費
用
七
百
円
(

初
参
加
の
人
は

無
料
)

圃

電
話
で
松
岡
登
4
1
-
1
9
8

7
番
へ

東

葛

飾

童

謡

の

つ

ど

い

1
2月
1
2日
収

午
後
1

時
~
4

時

会
場
市
民
劇
場

費
用

無

料圀
松
戸
童
謡
を
歌
う
会
・
池
原

容
4
1
-
6
6
2
7
番

「

ク

リ

ス

マ

ス

の

お

花

」

を

活

け

ま

し

ょ

う

1
2月
1
7
日

窗

午

前
1
0
時

～
正

午

会

場

常

盤
平

市

民

セ
ン

タ

ー

費

用

二

千
二

百

円
(

花

代

含
む
)

醴

活

け

花

サ

ー

ク

ル

さ

く

ら

会

・

川

本

音
8
5
1
5
3
8
0

番

小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

合

同

年

忘

れ

芸

能

発

表

会

1
2月
1
9一
日

旧

午

前
9

時
1
0
分

~

午

後
4

時

、会

場

小

金
原

市

民

セ
ン

タ

ー

問
一
小

金

原
老

人

福

祉
セ

ン

タ

ー

登
4
4
-
8
2
7
0

番

松

戸

中

央

・

東

・

西

・

北

子

ど

も

劇

場

高

学

年

例

会

1
2月
1
2
日

㈲

午

後
5

時
～
7

時

会

場

市

民

会
館

内

容

劇

団

影

ぼ
う

し

「

三
国

志
H

空

城

の

計
」

費

用

三
千

円

圀

松
戸

中

央
子

ど
も

劇

場

事

務

所

音
8
6
-
9
1
5
4

番

春

休

み

海

外

派

遣

事

業

3
月
2
0
日

㈲
~
4

月
5

日

㈹

行

き
先

ア
メ

リ

カ

ー
オ

ー
ス

ト

ラ

リ

ア

な

ど

対

象

中

学

一

年

～
高
校
三
年
費
用
四
十
万
円

程

度
.

、

醴

耐

国

際

青
少

年

研

修

協
会
{
一一

0
3
-
3
3
5
9
-
8
4
2
1

番

お
知
ら
せ

門

松

カ

ー

ド

を
1
2
月
6

日

か
ら

配

り

ま

す

1
2月
6
日
囲
か
ら

、
市
役
所

玄
関
受
付
、
市
民
課
、
各
支
所

で
門
松
カ
ー
ド
を
配
り
ま
す
。

枚
数
は
一
世
帯
に
つ
き
一
枚
で

す
。
町
会
、
自
治
会
単
位
で

ご
希

望
の
人
は
、
窓
口
で
お
申
し

出

く
だ
さ
い

。

固
広
報
課

見
に
行
こ
う

聴
い
て
み
よ
う

文
化
施
設
だ
よ
り

市民会館
固市民会館068-1237~8 番

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

2
3㈲

1
4㈲

1
1印

1
2
/
5日

期

日

冬
休
み
こ
ど
も
映
画
大
会

沢
た
ま
き
コ
ン
サ
ー
ト
☆

松
戸
芸
術
舞
踊
協
会
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
☆

干
葉
商
科
大
学
日
本
民
謡
研
究
部
発
表
会

内

容

1
0一
m
J

1
4一
m
J

只
り
.
0

1

・
3

1
7一
m
宍

O

・
0

1

・
3

開
演
時
間

市 民 劇 場
閲市民劇場O68-0070 番

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

開
演
時
間
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
/
5
團

2
4廊

2
3吩

刀一
團

1
9日

1
8印

一
Ｗ
廊

1
6附

1
5團

1
2日

爿
‥
圉

1
0削

9
附

8
團

Q
/
5
日

期

日

ア
ニ
メ
ま
ん
が
映
画
会

こ
ど
も
畑
プ
チ
ト
マ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
会
お
よ
び
人
形
劇

ピ
ア
ノ
発
表
会

聖
徳
大
学
定
期
演
奏
会

ピ
ア
ノ

ー
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

カ
ワ
イ
楽
器
講
師
コ
ン
サ
ー
ト

☆

健
康
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

舞
踊
発
表
会

東
葛
飾
童
謡
の
つ
ど
い

ピ
ア
ノ

ー
ギ
タ
ー
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

干
葉
商
科
大
学
演
劇
研
究
部
定
期
公
演

図
書
館
と
文
庫
フ
ェ
ア

内

容

1
0一
0
0

1
3一
ｍ
一

O

・
0

1

・
3

6

・
0

1

・
3

1
3一
m
J

6

・
0

1

・
3

1
8一
ｍ
一

C
O
・
o

1

・
2

1
1一
聞四

3

・
0

1

・
0

7

・
0

1

・
4

1
0一
M
J

n
o
・
0

1

・
3

1
0一
m
J

開
演
時
間

文 化 ホ ー ル
ギ ャ ラ リ ー

固文化ホール酋67-7810 番

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
:・
午
前
1
0時
~
午
後
6
時

1
5伽
～
1
9日

1
4㈲
～
1
9日

8
伽
～
1
2剛

Q
/
7
㈲
~
1
2臼

期

間

百
和
会
水
墨
画
展

あ
ひ
る
会
展

白
山
書
道
会
展

稔
台
油
絵
版
画
合
同
展

丹
青
会
水
墨
画
展

内

容



募
集
し
ま
す

松

戸

市

書

道

展

出

品

案

内

2
月
2
2
日

㈹
~
3

月
6

日

㈲

ま
で

の

間

、

文
化

ホ

ー
ル

で

開

催

さ

れ
る

松

戸

市

書
道

展

の

作

品

を

募

集
し

ま

す

。

対

象

市
内

在

住

・

在
勤

・

在

学

の
十

六

歳
以

上

の

人

部
門

・

規

格

漢
字

・

か
な

・
近

代

詩

文

・

墨

象
ほ

か
=

小

画

仙

紙

半

折
以
内
、
て
ん
刻
=
三
十
㌢
×

三
十
九
㌢
、
刻
字
=
百
㌢
X
四

十
五
㌢
。
す
べ
て
の
部
門
に
つ

い
て

縦

横
自

由

。

作
品

は

未

発

表

の

も
の

で

、
表

装
(
仮

巻

き
は

不

可
)
と
し

、
額
装
(
ガ

ラ
ス

は

不

可
)

は

、
ひ

も

を
付

け
て

く

だ

さ
い

。

搬

入
2

月
1
9
日

出

午

前
]
1
1時
～

午

後
4

時
の

間
に

文

化

ホ

ー
ル

へ

茴

社

会

教

育
課

市

民

文
化

係

容

6
6
1
7
4
冖
{
}
n
/

｀
番

市

松

健

児

を

都

大

路

へ

送

る

会

会

員

募

集

市
立
松
戸

高
校
陸
上
競
技
部

が
県
大
会
で
優
勝
し

、
1
2月
2
6

日
㈲
京
都
で
行
わ
れ
る
全
国
高

等

学
校
駅
伝
競
走
大
会
に

、
県

の
代
表
と
し
て
初
出
場
し
ま
す
。

市
立
松
戸
高
校
陸
上
競
技
部

の
健
闘
を
祈
り
、
応
援
し
て

く

だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

圃
1
2
月
2
0日
㈲
ま
で
に

、
市
松

健
児
を
都
大
路
へ
送
る
会

事
務

局
{一一
8
3
-
0
6
0
9
番
ヘ

パ

ー
ト

職

員

募

集

職
種
視
能
訓
練
士

資
格
三

十
五
歳
ま
で
の
有
資
格
者
お
よ

び

養
成
機
関
卒
業
見
込
み
の
人

圃
1
2月
1
7日

窗
ま
で
に

、
提
出

書
類
(
履
歴

書
、
資
格
免
許
の
写

し
等
)
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

〒
2
7
1
松
戸
市
高
塚
新
田

匸

三

―
一
三
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
東

松
戸
病
院
総
務
課
(
0
9
1
1
5

5
0
0

番
)
へ

野
鳥
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
出
品
作
を
募
集

応
募
条
件
野
鳥
を
題

材
に
し

た
も
の

。
カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ

と
も
キ

ャ
ビ
ネ
か
ら
四
ツ
切
り

ま
で

募
集
締
切
1

月
2
1日
窗

汰
作
品
は
未
発
表
の

も
の
に
限

り
ま

す
。
巣
の
近
く
の
写
真

は
不
可

圃
応
募

作
品
は
裏
に

応
募
用
紙

を
張
り

、
直
接
ま
た
は

郵
送
で

〒
2
7
0松
戸
市
千
駄
堀
二
六
九
2
1

世
紀
の

森
と
広
場
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
内
川
ま
つ
ど
街
と

水
辺
の

緑
化
基
金
(

≪
4
5
1
9
8
4
6

番
)
へ

ボーイ・ガールスカウト募集

ボーイスカウト

(来春新1 年生~新3 年生の男子)

ガールスカウト

(来春新1 年生の女子)

団名 活動方面 連絡先 団名 活動方面 連絡先

松戸第1 団 牧 の 原 ・
常 盤 平

戸田
≪84-4183

干葉第20団 松 戸 中村
**64-5974

第2 団 北 小 金
小川
≪44-3436

第24団 上 本 郷
武石
**44-6618

第4 団 五 香 六 実
中村
≪87-6097

第26団 小 金
関
≪45-8434

第5 団 松 戸
坂場
063-9362

第35団 常 盤 平
岡田
1*86-6159

第6 団 小 金 原
水野
O42-2015

第38団 五 香
平野
064-8449

ノソ 第7 団 (全地域)
障害児を対象

伊藤
O41-9500

ノソ 第70団 新 松 戸
杉本
047-7777

ノソ 第8 団 八 ヶ 崎
門真
TS46-8175

ノノ 第85団 (全地域)
障害児を対象

伊藤
O41-9500

ノソ 第9 団
矢 切
二十世紀が丘

町山
雪62-5418

問松戸市スカウト 連絡協議会 ・

安井S85-9143 番( 夜間)
ノソ 第10団 馬 橋 西

松井
041-8688

ノソ 第11団 新 松 戸
四位
酋45-1438

わ

た

し

の

健

康

法

岩
瀬

谷
津

て

る
代

さ
ん

コ

ー

チ

や
先
輩

、

友
だ

ち

に

恵
ま

れ
て

、
十

五
年

間

続

け
て
こ

ら

れ
ま
し

た

。

卓
球

は

静
と
動

の
リ

ズ
ミ

カ
ル

な
動

き
が
楽

し
い

で

す

ね
。
集

中
力

も
必

要
で

す
し

、

ゲ

ー
ム

に

は
緊
張

感

が
あ

り

ま
す

。

今
は

週
二

回
の

練

習
で

、

箝
回
気

持

ち
の
良

い
汗

を
流

し

て
い

ま

す
。

卓球

保
健
衛
生

三

歳

児

健

康

診

査

対

象
平
成
2

年
8
月
生
ま
れ

の

幼
児

健
診
日
1
2月
7
日
・

1
4日
・
2
1日
の

各
火
曜
日

会

場
松
戸
保
健
所

汰
該
当
者
で

健
康
診
査
票
が
届

か
な
い
場
合
は
、
ハ
ガ
キ
に

左
記
要
領
を
記
入
の
上
申
し

込
ん
で

く
だ
さ
い
。

ハガキ記入要領
醴
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
昔

6
1
-
(
‥乙
I
り乙
1
番

療
育

相

談

1
2月
9
日
困
の

午
後
1
時
~

1
時
3
0分
に
受
け
付
け

会
場

松
戸
保
健
所

対
象
乳
児
の
股

関
節
脱
臼
検
診
未
受
診
者
、
整

形
外
科
学
領
域
の
診
察
・
相
談

を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満
の
入

寮
乳
幼
児
は
、
必
ず
母
子
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

匣
電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
昔
6
1
-
2
1
2
1番
へ
事

前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

スポーツ教室

種目 日時 会場 費用 申し込み 問い合わせ

卓球とラージ

ボール卓球

12/19(日)
午前9 時

~正午

新松戸西小

体育館

体育指導委員
木村1*41-8579 番

インディアカ
体育指導委員
梶野n42-2602 番

グラウンドゴ
ルフ

新松戸西小

校庭

体育指導委員

木下045-3429 番

無
料

当
日
現
地
で

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
月
8
日
~
2

月
2
6日
の
毎

週
土
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午

前
8

時
～
9

時
4
5分

会
場
中

央
公

園
庭
球
場

対
象
市
内
在

住
・
在
勤
の
初
心
者
・
七
十
人

(
抽
選
)

費
用
七
千
円
(

保

険
料
含
む
)

圃
1
2月
1
5日
困
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
、
返
信
用
宛
て
名
を
記
入

し
て

、
〒
2
7
0
松
戸
北
郵
便
局
私

書
箱

匸
一
号
松
戸

市
テ
ニ
ス
協

会
・
平
木
(

音
4
8
-
6
7
8
4

番
)
へ

松
戸
市
七
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会

1
月
9
日
㈲
午
前
8

時
受
け

付
け

種
目
下
表

会
場
運
動

公
園

圃
1
9一月
2
0日
㈲
ま
で
に

、
所
定

の
用
紙
に
種
目
・
氏
名
・
住
所

・
勤
務
先
(
学
校
名
)・
生
年
月
日

を
記
入
し

、
費
用
を
添
え
て
ス

ポ
ー
ツ

課
(
運
動
公
園
内
)

ま

た
は
小
金
原
体
育
館
・
常
盤
平

体
育
館
の

各
窓
口
へ

※
中
学
生
の
申
し
込
み
は
ス
ポ

ー
ツ

課
の
み

※
当
日

車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

蠢
ス
ポ
ー
ツ
課
(
運
動
公
園
内
)

昔
6
3
-
9
2
4
1
番

雪

に

親

し

む

会
(

ス

キ

ー
)

2
月
1
0日
困
午
後
1
0時
伊
勢

丹
松
戸
店
前
集
合
、
1
3日
収
午

後
9

時
帰
着

行
き
先
山
形
県

蔵
王
ス
キ

ー
場

費
用
四
万
一

千
円
(

バ
ス
代
、
三
泊
五
食
宿

泊
代

、
保
険
料
含
む
)

定
員

先
着
三
十
八
人

圀

松
戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
高
橋

{
紡
一
-
1
8
0
0

番

種 目 距離 対 象 費用

一 般 男 子1 部 10km 市内在住、在勤、在学者

400円一 般 男 子2 部

5km

市内在住、在勤で39歳以下

壮 年 の 部 市内在住、在勤で40歳以上

中 学 男 子 の 部 市内在住、在学の中学2 ・3年生

無料中学1 年男子の部 市内在住、在学の中学1 年生

中 学 女 子 の 部
3km

市内在住、在学の中学生

一 般 女 子 の 部 市内在住、在勤、在学者
400円

市 外 の 部 10km市外からの参加者

市

民

冬

休

み

短

期

ス

ケ

ー

ト

教

室
(

フ

ィ

ギ

ュ

ア
)

1
9 一月
2
5
日
出
～
2
8
日

㈹

、
午
前

8
時
受
け

付
け
開
始
、
8
時
3
0
分

~
9

時
3
0
分

指
導
(

そ

の

後

一

時
間
自

由
滑

走
)

会
場

新

松
戸

ス

タ

ー
ラ
ン

ド

対

象

市

内

在

住

・
在

勤
で

小

学
生

以
上

の

人

定
員

百

五

十
人

費

用

五
千

円

(
貸

靴

・

保

険
料

含

む

。

前
日

ま

で

に

納
入
)

※
北

小

金

駅

午

前
8

時

発
の

無

料

送

迎

バ
ス

を

運

行
し

ま

す

匣

電

話

ま
た

は

フ

ァ

ッ

ク
ス

で

松

戸

市

ス
ケ

ー
ト

連

盟

事

務
局

容
4
1
-
2
1
2
1

番

、
m
一
4
6
-

7
1
(
‥
z
一
Q
J番

へ

緊急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………≪66-0010 番

平日・午後5 時~翌朝午前9 時
休日と土曜日・午前9 時~翌朝午前9 時

◆夜間急病診療所…………………S68-3756 番

衛生会館内・毎日午後8 時~11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……O65-3430 番

衛生会館内・午後8 時~11時

松 戸 駅 市 民ギ ャ ラ リ ー
醴社会教育課成人教育係

066-7462 番

西 東
期
間

小
島
優
子

ニ
ー
ド
ル
ワ
ー
ク
作
品

展
(
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
他
)

矢
代
ち
と
せ

油
絵
個
展

1
2
/
1
0
廁
ま
で

戸
張
浩
ほ
か
三
人
写
真

展
「
列
島
花
紀
行
L

む
つ
み
ペ
ン
習
字
サ
ー

ク
ル
作
品
展

1
2
/
1
1
山
~
2
4廁

市
主
催
事
業

松
戸
市
美
術
展
入
賞
作

品
展

1
2
/
2
5
出
~
1
/
7

廁

戸定歴史館
固戸定歴史館酋62-2050番

入
館
時
間
・
:午
前
9
時
3
0分
~
午
後
4
時
3
0分
(
月
曜
日
は
休
館
)

入
館
料
:
大

人
2
0
0
円
・
高
大
学
生
1
6
0
円
・
小
中
学
生
1
0
0
円

1
2
/
1
8
出
か
ら
大
人
6
0
円
・
高
大
学
生
4
0
円
・
小
中
学
生
2
0
円

1
2
/
1
8
山
か
ら

※
1
2
/
6８
1
7の
間
、
館
内
整
理
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

1
2
/
5臼
ま
で

期

間

写
真
に
見
る

戸
定
邸
の
明
治
・
大
正
・
昭
和

文
明
開
化
の
あ
け
ぼ
の
を
見
た
男
た
ち

-
慶
応
3
年
遣
仏
施
設
団
の
明
治
-

内

容

博 物 館
閲博物館**84-8181番

※
月
曜
日
(

祝
日
に
当
た

る
と

き
は
翌
日
)
・
第
4

金
曜
日

は
休
館
。

年
末
年

始
(
1
2
/
2
8
S
I
/
4
)

は
休
館
し
ま
す
。

入
館
時
間
:
・
午
前
9

時
3
0分
~

午
後
4

時
3
0分

観
覧
料
:
一
般
3
0
0
円
・
高
大
学
生
1
5
0
円
・
小
中
学
生
1
0
0
円

1
2
/
1
2
日
ま
で

1
2
/
1
伽
～
2
6日

午

後
1

時
・
3

時
が
ら
1
3分
間

(
土

・
日

・
祝
日
は
午
前
1
1時

か
ら

も
上

映
)

期

間

特
別
展
「
縄
文
土
器
の
世
界

」

※
特
別
展
の
観
覧
料
は
別
料

金
と
な
り
ま
す
(

常

設
展
の
観
覧
料
と
同
額
の

料
金
)
。

※
特
別
展
開
催
期
間
中
、
毎
日

午
後
2

時
か
ら
講

堂
で
特
別
展
関
連
映
像
「
森
と
縄
文
人
」
(
3
8
分

間
)

を
上
映
し
て
い
ま
す

。

ハ

イ
ビ
ジ
ョ

ン
映
像

「

雪
国
幻
想
/

十
日
町
雪

祭
り
」
(
観
覧
無
料
)

※
1
/
5

伽
か
ら
は
「
中
国

青
銅
器
の
世
界
」

(
3
0分
間
)

を
上
映
予
定

内

容

はばたき
松戸市制50周年記念誌

図書館本館・博物館・戸定歴史館・

広報課で好評発売中./

内 容 ｀

D 写真で 見る 昔の松戸

D 現在の 松戸市と市民の様子

D 松戸出 身者のインタビュー

こ)座 談会( 未来に向けて) ほか

規格A4版112頁・上製本定価1,7000円茴広報課



ぽくたちの手作り

松戸のかるたが完成

1 セット950 円の「松戸のかるた」

市制施行50 周年を記念し

て、市内全校の小学生の手作

りによるいろは48文字のかる

たが完成しました。

1 月8 日には運動公園体育

館でかるた大会も予定されて

おり、子どもたちは練習に余

念がありません。

鵄かるた大会世話人・秋贋[㈱

大東内] 容47-1516 番かるた大会に備えて猛練習

松
戸
市
民
憲
章
（
条
文

）

1 。私たちは、自然をいつくしみ、豊かな心を育てます。

1. 私たちは、共 に助けあい、

健康で明 るい社会を築 きます。

1. 私たちは、伝統を守り、新しい文化をはぐくみます。

1. 私たちは、郷土を愛し、

希望 と活力にあふれるまちをつ くります。

1. 私 たちは、平和を尊び、

広い視野をもつ国際人をめざします。

平成5 年4 月1 日 第28回
青少年のつどい

干葉県大会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
で

小
山
子
ど
も
会
が
優
勝

みんなで記念撮影

スポーツを通じて親睦と友情を深め、健康な体

力づくりを行う第28回青少年のつどい千葉県大会

が、10月24日、市原市で開催されました。

松戸市からは、小山子ども会が東葛飾地区の代

表としてソフトボールの部に出場。

各地区大会を勝ち抜いた県下10チームと対戦、

見事優勝しました。

健康に強い関心

大盛況の市民健康づくりの集い

歯科健康診査（中

央保健センター）

シルバーお楽しみ料理教室

(中央保健センター)

講演する加藤芳郎さん

第15 回市民健康づくり の集い

が、11月20日・21日の両日、市内

の各会場で行われました。特に森

のホール21では、加藤芳郎さんの

講演「ひとりよがり の健康法」や

朝丘雪路さんらによるフォーラム

「私の健康・家族の健康」が催さ

れ、会場は立ち見の人も出るほど

の大にぎわい。市民の皆さんの健

康への強い関心がうかがわれまし

た。

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなた の撮った写真( 街の話

題 一身近な出来 事など) をお寄せ

く ださい。採用 の方には 記念

品を差し上げま す。

蠢広報課

華
や
か
に
舞
う

バ
レ
エ
を
始
め
た
の
は
市
立

旭
町
小
学
校
三

年
生
の
時
。
バ

レ
エ
を
見
た
と
き
の
あ
こ

が
れ

の
気
持
ち
を
抱
い
て
、
バ
レ
エ

教
室
に
入
っ
た

。

そ
れ
以
来
毎
日
の
よ
う
に

踊

り
続
け
て

き
た

。
中
学
生
の
こ

ろ
に
は
、
早
く
も
海
外
の
一

流

ダ
ン
サ
ー
と
共
演
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
高
校
入
学
後
、
イ

ギ

リ
ス
で

一
年
間
の
バ
レ
エ
留

学
。

じ
っ
く
り
と
バ
レ
エ
の
研
鑚
(さ

ん
)

を
積
ん

だ
。

そ
し
て
今
は
、
今
月
末
の
公

演
を
間
近
に

控
え
、
レ
ッ
ス
ン

の

毎
日
が
続
い
て
い
る
。
一
日

中
踊
り
ず
く
め
の
日
も
珍
し

く

な
い
と
い
う
。

現
在
に
至
る
ま
で
に
、
途
中

数
年

間
の

ブ
ラ

ン

ク
が
あ

っ

た
。
し
か
し
、
復
活
後
そ
の
ハ

ン

デ
ィ
を
克
服

、
い
ま
や
世
界

を
舞
台
に
舞
う
実
力
の
持
ち
主

で
あ
る
。

踊
る
こ
と
が
、
好
き
で
た
ま

ら
な
い
と
い
う
宮
川
さ
ん
。
音

楽
に
乗
せ
て

自
分
を
表
現
す
る

こ

と
が
、
バ
レ
エ
の
最
大
の
魅

力
で
は
な
い
か
と
言
う
。

「
つ

ら
い
と
か
、
苦
し
い
と

い
っ
た
こ

と
は

、
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
ね
。
む
し
ろ
、
毎
日

踊
れ
る
こ

と
が
ほ
ん
と
う
に
楽

し
く
、
素
晴
ら
し
い
」

二

十

一

世
紀

の

森

と

広

場
の

一
角

に

、

先
月

新

し

く

オ

ー
プ

ン

し

た

文
化

会

館

「

森
の

ホ

ー

ル
2
1
」
の

こ

け

ら

落

と
し

公

演

「
く

る

み

割

り
人

形

」
(
今
月
2
5

日

・

東

京

バ
レ

エ

劇

場
公

演
)

で

は

、

主

演
す

る
こ

と
に

な

っ

て

い

る

。

「
私
の

育
っ

た
こ

の

松
戸

市

の

新

し
い

ホ

ー
ル
で

踊

れ
る

の

で

す

か

ら
、
本
当

に

光

栄
で

す
。

知

り

合
い

の

方

、

近

所
の

方

も

た

く

さ
ん

見

に

来
て

く
だ

さ

る

ん

で

す

が

、
そ

れ

も
こ

の

ホ

ー

ル

だ

か

ら
こ

そ

で

す

ね
」

と

、

う

れ
し

さ
を

隠

さ

な
い

。

「

私
の

踊
り

を

見
て

、
自

分

も

踊

っ
て

み

た

い

と
い

う

子

供

が

出
て

き

た

ら

、

と
て

も
う

れ

し

く

思
い

ま

す

。

自

分

も
そ

う

で

し

た
か

ら

」

こ

れ
か

ら

は

、

自

分
に

し

か

で

き

な
い

踊
り

を

目

指
し

た

い

と

い

う

。
国

際

的

な

舞
台

に

も

数

多

く

立
ち

、

大

き
な

賞
も

目

標
に

し

た

い

と

の
こ

と

。
さ

ら

な

る

活
躍

を

期

待
し

た

い

。

(
栄

町

在

住
)

「 眠れる森の美女」を主演する宮川さ ん

森のホール21で「くるみ割り人形」を主演

宮川貴子さん


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8

